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き ぼ う の 苑

介 護 老 人 福 祉 施 設

短 期 入 所 生 渭 介 護

通  所  介  護

訪 間 介 護

指 定 居 宅 介 護 支 援 事 業 所

在 宅 介 護 支 援 セ ン タ ー

〒792-0035 愛媛県新居
'兵

市西の土居田丁2‐ 8-]2
ホームページ httpフ /www sankeikai or,p

令和3年 10月 1日 第6フ号
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高齢者・障がし1者のお手伝し1をできる
ヘルパーさんになろう

ぃヽ`

,(D 穆
あ ゆ み 苑

障害者支援施設 (生活介護・入所支援)

短期入所 (身 体 障 害・障害児 )

訪間介護(身体障害・知的障害・精神障害)

障 害 者 生 活 支 援 セ ン タ ー

ケア八ウス 夢 テ ラ ス

TEL(0897)33‐ 44フ フ FAX(0897)33-4400
Eメー,レ  yasuragiosankeikai or ip

擦
よい

=

訪問介護事業所 きぼうの苑・あゆみ苑

【時間・時給】 1400円～。

【園   数】 週 1回からでもOKです !!

【資   格】 介護福祉士・ヘルパー2級
介護職員初任者研修 等

いつでもお気軽にお間い合わせください。
奮 (0897)33-8222(担 当/高橋)
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筆 コ
ロ
ナ
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イ
ル
ス
対
策
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令
和
３
年
８
月
９
日
現
在
、
や
す
ら
ぎ
の
郷
で

は
職
員
の
９０
％

．
ご
利
用
者
様
の
９６
％
の
方
が
、

コ
ロ
ナ
ワ
ク
チ
ン
の
接
種
を
無
事
終
了
し
ま
し
た
。

こ
利
用
者
の
年
齢
割
合
内
訳
は
、

９０
歳
以
上

２６

・
７
％
、

８０
歳
以
上
４０

。
１
％
、

７５
歳
以
上

‐２

・
７
％
と
な
っ
て
お
り
、
後
期
高
齢
者
の
割
合

が
こ
利
用
者
全
体
の
７９

・
５
％
を
占
め
て
い
ま
す
。

コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
に
限
ら
す
、
感
染
症
に
感
染

し
て
し
ま
う
と
、
高
齢
者
の
方
は
重
症
化
し
や
す

い
為
、
今
後
も
徹
底

し
た
感
染
症
対
策
に
努

め
て
参
り
ま
す
。
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その調子 !!

私たちヘルパー|よ、在宅での日常生活をサポー トしています。

きぼうの苑 。あゆみ苑のヘルパーステーションで|よ 、介護保

険を|よ じめ、障がしヽ福祉サービスの訪間介護を行つています。

出来た I

美味しく

ヘルパーしませんア)｀ ?

私たちと一緒に

三 恵 会 理 念

天の恵 地の恵 人の恵に支えられ

人の為に尽くして感謝しよう

一、誠実ナ(「福祉

一、確実な知識と技術

一、堅実な経営

三 恵 会 行 動 指 針

1,利用者の指摘や苦情を真摯に受け止め、安全かつ適切なサービスの提供に

努めます。

2,チームワークを大切に、感謝と謙虚な心を常に持ち、福祉のプロとして

日々研鑽に努めます。

3.基本的人権を尊重し、社会のルールを守ります。

4.地域との対話を密にして、気軽に利用でき、信頼される施設を目指します。

5.コ ス ト意識、スピー ド感覚、危機意識を持つて、堅実な経営に努めます。

縫い物は

得重よ r

全国的にも新型コロナウイルスの

感染拡大状況が続いている為、令和

3年度やすらぎの郷文化祭の中止を

n― 憂啓〉蔵し写°

やすらぎの郷HPへ |よ 下記のQRコ
ー ドよリアクセスできます。ブログ

で|よ施設の様子等随時更新中です。

やすらぎの郷HP  スタッフブログ

皆
様
、
コ
ロ
ナ
禍
の
中
ど

う
お
過
こ
し
で
す
か
？
お
う

ち
時
間
の
楽
し
み
方
を
考
え

て
み
ま
し
た
♪

翁
ψ

ご‥

・
家
庭
菜
園
を
楽
し
む

。
Ｄ

Ｉ

Ｙ

・
入
浴
剤
を
楽
し
む

・
ス
ト
リ
ー
ト
ビ

ュ
ー
で

パ
ー
チ
ャ
ル
旅
行

。
お
う
ち
カ
フ
ェ

・
居
酒
屋

・
オ
ン
ラ
イ
ン
で
の
習
い
事

・
フ
リ
マ
ア
プ
リ
で
不
用
品

ノ勿猛P護

い
つ
も
な
ら
、

こ
の
時
期
は
文
化

祭
の
準
備
で
大
忙

し
な
の
で
す
が
、

今
年
も
文
化
祭
は
開
催
さ
れ
ま
せ
ん
。

地
域
の
方
々
も
、
い
つ
も
楽
し
み
に

し
て
下
さ
っ
て
い
る
の
に
、
開
催
出

来
な
い
の
は
本
当
に
残
念
で
な
り
ま

せ
ん
。
で
も
、
新
型
コ
ロ
ナ
ワ
ク
チ

ン
の
接
種
も
ほ
ぼ
完
了
し
、
よ
う
や

く
希
望
が
持
て
る
よ
う
に
な
り
ま
し

た
。　
一
日
も
早
く
、

安
心
し
て
元
の
生

港
に
戻
れ
る
よ
う

願
い
ま
す
。

晉利用の暫様からの晉意見

令
和
３
年
４
月
１
日
～

令
和
３
年
８
月
３‐
日

介
護
老
人
福
祉
施
設

き
ぼ
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の
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障
害
者
支
援
施
設

あ
ゆ
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ケ
ア
内
容
…
…
０
件

職
員
対
応
…
…
０
件

そ

の

他
…
…
０
件

ケ
ア
八
ウ
ス

夢
テ
ラ
ス

ケ
ア
内
容
…
…
０
件

職
員
対
応
…
…
０
件

そ

の

他
…
…
０
件

聟
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１
件

２
件

０
件
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そ

の
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美田ホしいわ !

◆年十よ2名の方が 100歳 のお祝いの対象で新居浜市

より長痔のお祝いの品が届きました。コロナ禍で市長さんの訪間|よありません

でしたが、施設全体で祝福しました。

洋

※
満
年
齢
で
集
計
を
行

っ
て

お
り
ま
す
。

こ
長
寿
を
迎
え
ら
れ
た
皆
様
に

お
話
を
伺
い
ま
し
た
。

長
生
き
の
秘
訣
は
？

Ｌ

「な
い
よ
」
　
　
　
此

好
き
な
食
べ
物
は
？
ば

「な
い
ね
え
」
　

　

♂

抱
負
は
あ
り
ま
す
か
？

「何
も
頑
張
り
た
く
な
い
ね
え
」

と
の
お
答
え
。
職
員
ズ
ッ
コ
ケ

で
す
―

ど
う
や
ら
、
こ
長
寿
の
皆
様
は

無
欲
の
方
が
多
い
よ
う
で
す
ね
。

お
茶
目
な
皆
様
に
元
気
を
も
ら
う

日
々
で
す
。
こ
れ
か
ら
も
ど
う
か

皆
様
の
朗
ら
か
な
笑
顔
を
見
せ
て

く
だ
さ
い
ね
♪

事

業

所

紹

介

ケ
ア
八
ウ
ス
と
は
、
こ
自
宅
で
の
生
沼
に
少
し
不

安
の
あ
る
方
が
、
こ
自
宅
に
代
わ
る
生
適
の
拠
点
と

し
て
過
こ
す
こ
と
が
で
き
る
施
設
で
す
。

こ
利
用
さ
れ
る
た
め
の
条
件
で
す
が
、
夢
テ
ラ
ス

は

「
一
般
型
」
に
あ
た
り
ま
す
の
で
、
年
齢
が
６０
歳

以
上
で
あ
る
こ
と
が
条
件
に
な
り
ま
す
。

（こ
夫
婦

の
場
合
、
ど
ち
ら
か
が
６０
歳
以
上
で
あ
れ
ば
こ
利
用

す
る
こ
と
が
可
能
で
す
。
）
基
本
的
に
自
立
し
た
方

が
こ
利
用
さ
れ
て
い
ま
す
。

現
在
、
コ
ロ
ナ
禍
で
外
に
出
る
よ
う
な
行
事
の
開

催
が
で
き
て
い
ま
せ
ん
が
、
屋
内
で
交
流
の
場
を
設

け
な
が
ら
利
気
あ
い
あ
い
と
楽
し
く
週
こ
し
て
お
ら

れ
ま
す
。

気
に
な
る
事
が
あ
り
ま
し
た
ら
随
時
こ
相
談
を
承

っ
て
い
ま
す
。
お
気
軽
に
こ
相
談
く
だ
さ
い
。

（担
当
）
生
活
相
談
員
　
近
藤

（７０
歳
）

・

（７７
歳
）

・

（８０
歳
）

・

（８８
歳
）

・

（９０
歳
）

・

（９９
歳
）

・

（１
０
０
歳
）

古
希

喜
寿

傘
寿

米
寿

卒
寿

自
寿

百
寿

１
０

１
名

２
名

４
名

‐２
名

６
名

１
名

２
名

Ｈ
名

す 手
'
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唄多

―
ようかんレンピ

ー
●材料………2人分

・ 粉寒天………2g
・ フ」く…………200ml
・ こしあん…200g
・ 砂糖…………大さじ2
・ 塩…… ……少々

0作 り方

①鍋に水を入れ、粉寒天を加えてよく

混ぜ、火にかけてさらに混ぜながら

煮溶かす。

②砂糖を加えて煮溶かし、 1～ 2分煮

る。火を止め、こしあんと塩を加え、

なめらかになるまでよく混ぜる。

③粗熱が取れたら、水でぬらした型に

流し入れ、冷やしかためる。
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まだまだお元気でしれてください。


